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(57)【要約】
【課題】超音波診断装置に関する発明を提供する。
【解決手段】開示された超音波診断装置は、バンド状に
形成され、測定対象物に巻かれる連結部と、連結部に連
結され、プローブを備える検診部とを備える。前記プロ
ーブは、前記測定対象物に連結部が巻かれる方向とは異
なる方向に移動することを特徴とする。本発明に係る超
音波診断装置は、測定対象物に連結部を巻いて固定し、
連結部の巻方向とは異なる方向にプローブを移動させて
測定対象物の均一な超音波映像を取得するので、超音波
検査の信頼性を向上させることができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バンド状に形成され、測定対象物に巻かれる連結部と、
　前記連結部に連結され、プローブを備える検診部とを備え、
　前記プローブは、前記測定対象物に前記連結部が巻かれる方向とは異なる方向に移動す
ることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記連結部は、
　前記検診部の一方の面の一端に連結される第１のバンド部材と、
　前記検診部の前記一方の面の他端に連結される第２のバンド部材と、を備えることを特
徴とする、請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記連結部は、
　前記第１のバンド部材に連結される第１の結合部と、
　前記第２のバンド部材に連結され、前記第１の結合部と結合される第２の結合部と、を
さらに備えることを特徴とする、請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記検診部は、
　前記連結部と連結する超音波透過膜と、
　前記超音波透過膜の一方の面に備えられ、前記プローブを移動させる移動部と、を備え
ることを特徴とする、請求項１ないし３のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記検診部は、前記測定対象物と対向し、前記超音波透過膜の他方の面に設置され、内
側にゲルを備えるゲルパッドをさらに備えることを特徴とする、請求項４に記載の超音波
診断装置。
【請求項６】
　前記検診部は、前記超音波透過膜の前記一方の面に前記移動部を覆うように設けられた
カバー部材をさらに備え、
　前記カバー部材は、前記移動部を作動させるボタンを有することを特徴とする、請求項
４または５に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記移動部は、
　回転動力を供給する駆動部材と、
　前記駆動部材の回転によって移動する移送ベルトと、
　前記移送ベルトに固定されて前記移送ベルトと共に移動し、前記プローブが一方の側に
固定される移動装着部と、を備えることを特徴とする、請求項４ないし６のいずれかに記
載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記移動部は、
　前記駆動部材の動力を受け、前記移送ベルトの一端を支持する駆動ギアと、
　前記移送ベルトの他端を支持する従動ギアと、をさらに備えることを特徴とする、請求
項７に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記移送ベルトは２つの移送ベルトで構成され、該２つの移送ベルトが前記移動装着部
の前記一方の側に設置されることを特徴とする、請求項７または８に記載の超音波診断装
置。
【請求項１０】
　前記移動部は、
　前記超音波透過膜の長手方向に沿って前記超音波透過膜に設置されるギアレールと、
　前記ギアレールに沿って移動し、前記プローブが側面に固定されている移動検査部と、
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を備えることを特徴とする、請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記ギアレールは、前記移動検査部の両端に設置されることを特徴とする、請求項１０
に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記移動検査部は、
　前記ギアレールに噛み合って回転するギア部材と、
　前記ギア部材を駆動させる移送モータと、
　前記移送モータ、前記ギア部材及び前記プローブが装着される移動プレートと、を備え
ることを特徴とする、請求項１０または１１に記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　前記移動検査部は、前記移動プレートの前記両端で折り曲げられ、前記超音波透過膜の
他方の面に掛止される離脱防止リング部材をさらに備えることを特徴とする、請求項１２
に記載の超音波診断装置。
【請求項１４】
　前記検診部は、
　前記連結部と連結され、前記プローブの移動方向に沿って設置される弾性材質のゲルパ
ッドと、
　前記ゲルパッドの内部で前記プローブを移動させる移動部と、を備えることを特徴とす
る、請求項１ないし３のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項１５】
　前記第１の結合部と前記第２の結合部は、織製面ファスナーであることを特徴とする、
請求項１ないし１４のいずれかに記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関するもので、より詳細には、測定対象物の長さ方向に移
動しながら、測定対象物の曲面や突出部分に沿って超音波診断を容易に行うことができる
超音波診断装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、測定対象物の体表から体内の所望の部位に向けて超音波信号を照射
し、反射された超音波信号（超音波エコー信号）の情報を用いて軟部組織の断層像や血流
に関する情報を得る装置である。
【０００３】
　超音波診断装置は、Ｘ線診断装置、ＣＴスキャナ（Ｃｏｍｐｕｔｅｒｉｚｅｄ　Ｔｏｍ
ｏｇｒａｐｈｙ　Ｓｃａｎｎｅｒ）、ＭＲＩ（Ｍａｇｎｅｔｉｃ　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　
Ｉｍａｇｅ）、核医学診断装置などの他の映像診断装置と比較し、小型である、安価であ
る、リアルタイムで表示が可能である、Ｘ線などの被曝がなくて安全性が高いなどの長所
があるため、心臓、腹部、泌尿器及び産婦人科などの診断のために幅広く用いられている
。
【０００４】
　超音波診断装置は、測定対象物（例えば、人体の臓器）の超音波映像を得るために超音
波信号を測定対象物に送信し、測定対象物から反射してくる超音波信号を受信するための
プローブを備える。プローブを通して受信された信号は制御部を通して映像表示部に出力
され、検査者は、映像表示部の画面と測定対象物を交互に見ながら検査をする。
【０００５】
　上述した技術構成は、本発明の理解を促進するための背景技術であって、本発明の属す
る技術分野で広く知られた従来技術の全てを意味するものではない。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－２６４２５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　超音波診断を行う時、腕、胴体又は脚などの測定対象物においては、周りが曲線状であ
るので、検査者は、プローブをつかんで測定対象物の長さ方向に移動させながらスキャン
する。このような超音波診断においては、検査者の能力によって超音波映像が異なるので
、超音波検査の信頼度が低下する。また、検査者は曲面や突出部位に沿ってプローブを移
動させる作業を要求されるので、検査者の手首を含む身体に傷害が発生するおそれがある
。そのため、これを改善することが要請される。
【０００８】
　本発明は、前記のような問題を改善するためになされたもので、測定対象物の超音波検
査時において、検査者の能力と関係なしに信頼性のある検査を行える超音波診断装置を提
供することを目的とする。
【０００９】
　また、本発明は、検査者の疲労度を減少させる超音波診断装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る超音波診断装置は、バンド状に形成され、測定対象物に巻かれる連結部と
、連結部に連結され、プローブを備える検診部とを備え、プローブは、測定対象物に連結
部が巻かれる方向とは異なる方向に移動する。
【００１１】
　また、連結部は、検診部の一方の面の一端に連結される第１のバンド部材と、検診部の
一方の面の他端に連結される第２のバンド部材とを備える。
【００１２】
　また、前記連結部は、第１のバンド部材に連結される第１の結合部と、第２のバンド部
材に連結され、第１の結合部と結合される第２の結合部とをさらに備える。
【００１３】
　また、第１の結合部と第２の結合部としては織製面ファスナーを使用することが望まし
い。
【００１４】
　また、検診部は、連結部と連結する超音波透過膜と、該超音波透過膜の一方の面に備え
られ、プローブを移動させる移動部とを備える。
【００１５】
　また、本発明は、測定対象物と対向し、超音波透過膜の他方の面に設置され、内側にゲ
ルを有するゲルパッドをさらに備える。
【００１６】
　また、検診部は、連結部と連結され、プローブの移動方向に沿って設置される弾性材質
のゲルパッドと、ゲルパッドの内部でプローブを移動させる移動部とを備える。
【００１７】
　また、検診部は、超音波透過膜の一方の面に移動部を覆うように設けられたカバー部材
をさらに備え、該カバー部材は、移動部を作動させるボタンを有する。
【００１８】
　また、移動部は、回転動力を供給する駆動部材と、駆動部材の回転によって移動する移
送ベルトと、移送ベルトに固定されて移送ベルトと共に移動し、プローブが一方の側に固
定される移動装着部とを備える。
【００１９】
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　また、移動部は、駆動部材の動力を受け、移送ベルトの一端を支持する駆動ギアと、移
送ベルトの他端を支持する従動ギアとをさらに備える。
【００２０】
　また、移送ベルトは２つの移送ベルトで構成され、該２つの移送ベルトが前記移動装着
部の一方の側に設置される。
【００２１】
　また、移動部は、超音波透過膜の長手方向に沿って超音波透過膜に設置されるギアレー
ルと、ギアレールに沿って移動し、プローブが側面に固定される移動検査部とを備える。
【００２２】
　また、ギアレールは移動検査部の両端に設置される。
【００２３】
　また、移動検査部は、ギアレールに噛み合って回転するギア部材と、ギア部材を駆動さ
せる移送モータと、移送モータ、ギア部材及びプローブが装着される移動プレートとを備
える。
【００２４】
　また、移動検査部は、移動プレートの両端で折り曲げられ、超音波透過膜の他方の面に
掛止される離脱防止リング部材をさらに備える。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明に係る超音波診断装置は、測定対象物に連結部を巻いて固定し、連結部の巻方向
とは異なる方向にプローブを移動させて測定対象物の均一な超音波映像を取得するので、
超音波検査の信頼性を向上させることができる。
【００２６】
　また、本発明では、プローブの移動が自動的に行われるため、検査者の疲労度を減少さ
せ、作業性を向上させることができる。
【００２７】
　また、本発明では、スキャン作業を行う検査者が、プローブを直接つかんで測定対象物
の周りに固定する作業を行うことをせずに、織製面ファスナー、紐及びバンドなどを用い
てプローブを測定対象物の周りに固定して検査を行うため、検査者の疲労度を減少させる
ことができる。
【００２８】
　また、本発明は、超音波透過膜がフレキシブルに曲げられ、ギアレールも同一の方向に
曲げられるので、その結果、移動検査部に備えられたプローブも曲面に対する抵抗なしに
測定対象物の周りに沿ってスキャンすることができる。
【００２９】
　また、本発明は、超音波透過膜の長さ方向に沿ってプローブが移動するので、測定対象
物の多様な曲面にもかかわらず、広い部位の接触が可能であり、広い検査領域を確保する
ことができる。
【００３０】
　また、本発明は、検査者の手による操作なしにスキャン作業が行われるので、どの患者
も均一な超音波映像を得ることができ、超音波検査の信頼性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の第１の実施例に係る超音波診断装置の使用状態を概略的に示した斜視図
である。
【図２】本発明の第１の実施例に係る超音波診断装置を概略的に示した斜視図である。
【図３】本発明の第１の実施例に係る超音波診断装置の内部構成を概略的に示した分解斜
視図である。
【図４】図３に示した移動装着部が移送ベルトに沿って移動する状態を概略的に示した斜
視図である。
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【図５】本発明の第１の実施例に係る移送ベルトが超音波透過膜に傾斜した状態で設置さ
れる状態を示した斜視図である。
【図６】本発明の第１の実施例に係る移動部の分解斜視図である。
【図７】本発明の第１の実施例に係る超音波診断装置のブロック図である。
【図８】本発明の第２の実施例に係る超音波診断装置の内部構成を概略的に示した分解斜
視図である。
【図９】本発明の第２の実施例に係る移動部の分解斜視図である。
【図１０】本発明の第３の実施例に係る超音波診断装置を概略的に示した斜視図である。
【図１１】図１０に示した超音波診断装置の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、添付の各図面を参照して、本発明に係る超音波診断装置の第１の実施例を説明す
る。説明の便宜のために、測定対象物が腕である場合を説明する。この過程で、図面に示
されている線の太さや構成要素の大きさなどは、説明の明瞭性及び便宜上、誇張されて示
される場合もある。また、後述する各用語は、本発明における機能を考慮して定義された
用語であって、これらは、使用者及び運用者の意図又は慣例により変わることがある。従
って、このような用語に対する定義は、本明細書の全般に渡った内容に基づいて下さなけ
ればならないだろう。
【００３３】
　図１～図７は、本発明の第１の実施例に係る超音波診断装置を示す図である。
【００３４】
　図１～図７に示すように、本発明の第１の実施例に係る超音波診断装置１は、バンド状
に形成され、測定対象物１０の周りに巻かれる連結部２０と、連結部２０に連結され、測
定対象物１０に連結部２０が巻かれる方向とは異なる方向（交差する方向）にプローブ１
２を移動させる検診部３０とを備える。
【００３５】
　ここでは、第１の実施例に係る測定対象物１０として、人間の腕を例に挙げて説明する
。超音波診断装置１は、測定対象物１０に巻かれた状態でプローブ１２を移動させること
により、測定対象物１０の超音波映像を取得する。
【００３６】
　超音波診断装置１に備えられたプローブ１２としては、連結部２０の巻方向とは異なる
方向に移動しながら超音波信号を送受信し、測定対象物１０の超音波映像を取得するもの
であればどのような物であっても良い。
【００３７】
　超音波診断装置１を測定対象物１０に固定する連結部２０は、検診部３０の内側面の一
方の長辺側に連結される第１のバンド部材２２と、検診部３０の内側面の他方の長辺側に
連結される第２のバンド部材２６とを備える（図２、３参照）。
【００３８】
　このような連結部２０は、測定対象物１０の周りに巻かれて固定されるので、検診部３
０の移動を拘束するものであれば、伸縮できる紐やバンドを含みいかなる部材であっても
構わない。
【００３９】
　連結部２０は、第１のバンド部材２２の検診部３０とは反対側の端部に連結される第１
の結合部２４と、第２のバンド部材２６の検診部３０とは反対側の端部に連結される第２
の結合部２８とをさらに備える。
【００４０】
　第１のバンド部材２２に連結されている第１の結合部２４と、第２のバンド部材２６に
連結されている第２の結合部２８は、互いに結合する。これらの部材は相互結合という目
的を達するものであればどんな物でも構わない。
【００４１】
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　第１の実施例に係る第１の結合部２４と第２の結合部２８としてはベルクロファスナー
などのような織製面ファスナーを使用するので、連結部２０の長さ調節及び着脱が容易に
行われる。
【００４２】
　そして、連結部２０を測定対象物１０に設置することによって、測定対象物１０に接し
て設置される検診部３０内におけるプローブ１２は、連結部２０が巻かれる方向とは異な
る方向に移動する。本実施形態では、プローブ１２は、連結部２０が巻かれる方向と直交
する方向に移動するが、ここでも上記の目的を達成するものであれば、どのような物であ
っても良い。
【００４３】
　第１の実施例に係る検診部３０は、連結部２０と連結され、超音波が透過される材質で
形成される超音波透過膜３２と、プローブ１２を移動させる移動部４０とを備える。
【００４４】
　超音波透過膜３２は、超音波の透過性が優れており、測定対象物１０に沿って曲げられ
る伸縮性のある材質で形成される。
【００４５】
　検診部３０は、測定対象物１０に直接接触するゲルパッド３４をさらに備えていてもよ
い。このゲルパッド３４は超音波透過膜３２の測定対象物１０側の面に接して設置されて
もよいし、ゲルパッド３４なしに超音波透過膜３２のみが使用されてもよい。
【００４６】
　ゲルパッド３４は、測定対象物１０と対向する超音波透過膜３２に設置され、その内側
に超音波透過性ゲルが備えられる。
【００４７】
　プローブ１２が測定対象物１０に沿って移動するとき、ゲルパッド３４が測定対象物１
０の周りに密着しているので、プローブ１２と測定対象物１０との間に形成される空間に
よりエラーが発生するのが防止される。
【００４８】
　そしてさらに、測定対象物１０とプローブ１２との間には一定の厚さを有するゲルパッ
ド３４が設置されるので、これが発生しうる超音波の乱反射を除去し、超音波映像の信頼
度を向上させる。
【００４９】
　超音波透過膜３２に設置される移動部４０は、連結部２０が測定対象物１０に巻かれる
方向とは異なる方向にプローブ１２を移動させる。
【００５０】
　例えば、連結部２０は測定対象物１０である腕の周りに巻かれ、プローブ１２は、腕の
長さ方向に沿って移動しながら超音波映像を取得する。
【００５１】
　連結部２０の巻方向とプローブ１２の移動方向とは通常、直角になっている。しかし、
図５に示すように、移送ベルト４２が超音波透過膜３２の長辺に対して設定角度Ａだけ傾
斜するように設置することも可能である。この場合、プローブ１２は、移送ベルト４２に
沿って、超音波透過膜３２の斜め方向に移動することになる。このように本発明では、プ
ローブ１２の移動方向を変えることが可能である。
【００５２】
　第１の実施例に係る移動部４０は、回転動力を供給する駆動部材４１と、駆動部材４１
の回転によって移動する移送ベルト４２と、移送ベルト４２と共に移動し、プローブ１２
が一方の面に固定される移動装着部４３と、駆動部材４１の動力を受け、移送ベルト４２
の一端を支持する駆動ギア４４と、移送ベルト４２の他端を支持する従動ギア４５とを備
える。
【００５３】
　駆動部材４１は、回転動力を供給するモータであって、超音波透過膜３２のカバー部材
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３６側の面に固定設置される。
【００５４】
　駆動部材４１の上側（図６参照）と下側に延長される駆動軸には駆動ギア４４がそれぞ
れ設置される。
【００５５】
　駆動ギア４４は移送ベルト４２の一端（図６の右側）を支持するように設置され、従動
ギア４５は移送ベルト４２の他端を支持するように設置される。
【００５６】
　図６の上側と下側に備えられる従動ギア４５は、連結棒で連結されて同一の回転をする
。
【００５７】
　移送ベルト４２は、その内側面に歯形が形成されているので、駆動ギア４４及び従動ギ
ア４５と噛み合って回転する。
【００５８】
　プローブ１２が装着される移動装着部４３は、移送ベルト４２の超音波透過膜３２側の
面に固定され、移送ベルト４２の移動によって移動装着部４３も移動する。
【００５９】
　このような移動装着部４３の両側（図６の上側と下側）に移送ベルト４２が設置される
ので、すなわち、移動装着部４３のカバー部材３６側の面に２つの移送ベルト４２が設置
されるので、移動装着部４３の左右移動がより安定的に行われる。
【００６０】
　移動制御部６２は、移動装着部４３のカバー部材３６側の面で、２つの移送ベルト４２
の間に設置され、駆動部材４１及びプローブ１２の動作を制御する。
【００６１】
　移動制御部６２は、ボタン６０の動作によって制御され、このようなボタン６０は、超
音波透過膜３２を覆うカバー部材３６に直接、備えられるか、その他の部位に設置される
。
【００６２】
　移動制御部６２は、有線又は無線でメイン制御部６４と連結されてプローブ１２の測定
値を伝送し、メイン制御部６４は、測定された超音波信号を画像信号に変換してディスプ
レイ部６６に伝送する（図７参照）。
【００６３】
　カバー部材３６に備えられたボタン６０の操作によって移動部４０が作動し、駆動部材
４１は、有線や無線で電力を受けるか、検診部３０の内側に別途に備えられたバッテリを
介して電力を受ける。
【００６４】
　以下に、添付の各図面を参照して本発明の第１の実施例に係る超音波診断装置１の動作
を詳細に説明する。
【００６５】
　測定対象物１０に連結部２０を巻いた状態で、第１の結合部２４と第２の結合部２８を
結合して連結部２０の位置を固定する。連結部２０の固定により、プローブ１２を備えた
検診部３０も測定対象物１０に接して設置される。
【００６６】
　ユーザがボタン６０を押すと、駆動部材４１に電力が供給され、回転動力が発生して駆
動部材４１の上側と下側にある駆動ギア４４が回転する。
【００６７】
　駆動ギア４４の回転によって移送ベルト４２が移動するので、移送ベルト４２は駆動ギ
ア４４と従動ギア４５との間で回転する。
【００６８】
　移送ベルト４２に固定された移動装着部４３も移送ベルト４２と共に移動し、移動装着
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部４３に備えられたプローブ１２も移動しながら測定対象物１０をスキャンし、超音波映
像を作成する。
【００６９】
　超音波透過膜３２の後面（測定対象物１０側の面）に付着されたゲルパッド３４は、曲
面状の測定対象物１０を取り囲みながら設置されるので、プローブ１２と測定対象物１０
との間の空気による超音波の測定エラーを減少させることができる。
【００７０】
　移動制御部６２は、プローブ１２の移動位置を計算し、駆動部材４１を正方向又は逆方
向に回転させて、プローブ１２を左右方向（図４参照）に移動させ、その位置を調節する
。
【００７１】
　プローブ１２で得られた超音波信号は、移動制御部６２を介してメイン制御部６４に伝
達される。メイン制御部６４は、超音波信号を画像信号に変換してディスプレイ部６６に
伝送することにより、測定対象物１０の超音波映像を表示する。
【００７２】
　次に、図面を参照して本発明の第２の実施例に係る超音波診断装置２を説明する。
【００７３】
　説明の便宜上、本発明の第１の実施例と構成及び作用が同一の構成要素については、同
一の参照番号を用いて引用し、これに対する詳細な説明は省略する。
【００７４】
　図８と図９は、本発明の第２の実施例に係る超音波診断装置２を概略的に示した図であ
る。 
【００７５】
　図８と図９に示すように、本発明の第２の実施例に係る超音波診断装置２に備えられる
移動部５０は、プローブ１２が移動する長さ方向（超音波透過膜３２の長手方向）に沿っ
て超音波透過膜３２に設置されるギアレール５１と、ギアレール５１に沿って移動し、プ
ローブ１２が側面に固定されている移動検査部５２とを備える。
【００７６】
　ギアレール５１は超音波透過膜３２の側面（カバー部材３６側の面）に固定され、ギア
レール５１と超音波透過膜３２はフレキシブルな材質で形成される。
【００７７】
　ギアレール５１は、プローブ１２を備える移動検査部５２の上下（図８参照）両側に設
置されるので、すなわち、超音波透過膜３２の長辺に沿って設置されるので、移動検査部
５２の左右移動がより安定的に行われる。
【００７８】
　第２の実施例に係る移動検査部５２は、ギアレール５１に噛み合って回転するギア部材
５３と、ギア部材５３を駆動させる移送モータ５４と、移送モータ５４、ギア部材５３及
びプローブ１２が装着される移動プレート５５と、移動プレート５５の両側で折り曲げら
れ、超音波透過膜３２の後面に掛止される離脱防止リング部材５６とを備える。
【００７９】
　互いに分離された各離脱防止リング部材５６は、移動プレート５５の上側と下側に延長
され、移動プレート５５の両側で折り曲げられる。このように移動プレート５５の上側と
下側に離脱防止リング部材５６が延長形成され、この離脱防止リング部材５６が超音波透
過膜３２の後面に掛止されるので、移動プレート５５の移動検査部５２からの離脱が防止
される。
【００８０】
　移動プレート５５のカバー部材３６側の面には、移送モータ５４の動作を制御する移動
制御部６２が設置され、移送モータ５４はギアレール５１に噛み合っているギア部材５３
を回転させる。
【００８１】
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　移動プレート５５の下側にも、ギアレール５１と噛み合って回転するギア部材５３のう
ちの一つが回転可能な状態で設置される（図９参照）。
【００８２】
　次に、添付の各図面を参照して本発明の第２の実施例に係る超音波診断装置２の動作を
詳細に説明する。
【００８３】
　ユーザがボタン６０を押すと、移送モータ５４に電力が供給され、回転動力が発生する
ので、移送モータ５４と連結されるギア部材５３が回転する。
【００８４】
　ギア部材５３がギアレール５１と噛み合って回転するので、プローブ１２を備えた移動
プレート５５はギアレール５１に沿って水平方向（図８参照）に移動する。
【００８５】
　移動プレート５５に備えられたプローブ１２も、水平に移動しながら測定対象物１０を
スキャンし、超音波映像を形成する。
【００８６】
　移動制御部６２は、プローブ１２の移動位置を計算し、移送モータ５４を正方向又は逆
方向に回転させて、プローブ１２を左右方向（図８参照）に移動させる。
【００８７】
　次に、図面を参照して本発明の第３の実施例に係る超音波診断装置３を説明する。
【００８８】
　説明の便宜上、本発明の第１の実施例と構成及び作用が同一の構成要素については、同
一の参照番号を用いて引用し、これに対する詳細な説明は省略する。
【００８９】
　図１０は、本発明の第３の実施例に係る超音波診断装置を概略的に示した斜視図で、図
１１は、図１０に示した超音波診断装置の側面図である。
【００９０】
　図１０と図１１に示すように、本発明の第３の実施例に係る検診部３０は、連結部２０
と連結され、プローブ１２の移動方向に沿って設置される弾性材質のゲルパッド３５と、
ゲルパッド３５の内部にプローブ１２を移動させる移動部４０とを備える。
【００９１】
　プローブ１２及びプローブ１２を自動的に移動させる移動部４０は、ゲルパッド３５の
内部に備えられる。ゲルパッド３５は、測定対象物１０に密着しており、プローブ１２と
測定対象物１０との間に空間が形成されるのを防止する。この目的を達成する物であれば
そこで使用する部材は何であっても構わない。
【００９２】
　ゲルパッド３５のの上面の両長辺側には、連結部２０を構成する第１のバンド部材２２
及び第２のバンド部材２６が設置される。
【００９３】
　駆動部材４１、駆動ギア４４及び従動ギア４５は、ゲルパッド３５の内部又は外部に設
置され、移送ベルト４２を回転させる。
【００９４】
　本発明の第３の実施例に係る超音波診断装置３は、第１の実施例に係る超音波診断装置
１に比べて、超音波透過膜３２とカバー部材３６が省略されるので、生産コストを節減す
ることができる。
【００９５】
　以下に、添付の各図面を参照して本発明の第３の実施例に係る超音波診断装置３の動作
を詳細に説明する。
【００９６】
　ゲルパッド３５に備えられているボタン６０を押すと、駆動部材４１に電力が供給され
、回転動力が発生するので、駆動部材４１の上側と下側（図１０参照）にある駆動ギア４
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【００９７】
　この駆動ギア４４の回転によって移送ベルト４２が回転し、ゲルパッド３５の内部に設
置されている移送ベルト４２は駆動ギア４４と従動ギア４５との間で回転する。
【００９８】
　移送ベルト４２に固定された移動装着部４３も、移送ベルト４２と共に連動しながらゲ
ルパッド３５の内部を移送ベルト４２に沿って移動する。
【００９９】
　移動装着部４３に備えられたプローブ１２も、水平に移動しながら測定対象物１０をス
キャンし、超音波映像を形成する。プローブ１２と測定対象物１０との間には超音波透過
性ゲルのみが備えられるので、空気による超音波の測定エラーを減少させることができる
。
【０１００】
　移動制御部６２は、プローブ１２がゲルパッド３５の内部のみで移動するようにプロー
ブ１２の移動位置を計算し、駆動部材４１の回転を正方向又は逆方向に制御する。
【０１０１】
　上述した構成によれば、第１～第３の実施例に係る超音波診断装置１、２、３は、測定
対象物１０に検診部３０を固定し、検診部３０の長手方向に沿って移動するプローブ１２
によって測定対象物１０の均一な超音波映像が取得されるので、超音波検査の信頼性を向
上させることができる。
【０１０２】
　また、プローブ１２の移動が自動的に行われるので、検査者の疲労度を減少させ、作業
性を向上させることができる。
【０１０３】
　本発明を図面に示した実施例を参考にして説明したが、これは例示的なものにすぎず、
当該技術分野で通常の知識を有する者ならば、これから多様な変形及び均等な他の実施例
を考案することが可能であるという点を理解するだろう。また、超音波診断装置の測定対
象物が腕である場合を説明したが、これは例示的なものにすぎず、身体の他の部分の超音
波撮影にも本発明の超音波診断装置が使用可能である。
【０１０４】
　したがって、本発明の真の技術的保護範囲は、特許請求の範囲によって定められなけれ
ばならない。
【符号の説明】
【０１０５】
１、２、３：超音波診断装置、１０：測定対象物、１２：プローブ、２０：連結部、２２
：第１のバンド部材、２４：第１の結合部、２６：第２のバンド部材、２８：第２の結合
部、３０：検診部、３２：超音波透過膜、３４、３５：ゲルパッド、３６：カバー部材、
４０、５０：移動部、４１：駆動部材、４２：移送ベルト、４３：移動装着部、４４：駆
動ギア、４５：従動ギア、５１：ギアレール、５２：移動検査部、５３：ギア部材、５４
：移送モータ、５５：移動プレート、５６：離脱防止リング部材、６０：ボタン、６２：
移動制御部、６４：メイン制御部、６６：ディスプレイ部
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种超声波诊断装置，该超声波诊断装置能够沿着
测量对象的长度方向移动，沿着曲面或物体的突出部分进行超声波诊
断。解决方案：超声诊断设备包括带状连接部分和检查部分，带状连接
部分缠绕在用于测量的物体上，检查部分连接到连接部分并具有探针。
探针的特征在于，在与用于测量的物体周围缠绕连接部分的方向不同的
方向上移动。由于通过将连接部分缠绕在测量对象周围来固定超声波诊
断设备，并且通过在不同于连接部分的缠绕方向的方向上移动探针来获
得测量对象的均匀超声图像，因此超声波的可靠性检查可以改善。 Ž
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